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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第４区分
【発行日】平成20年11月27日(2008.11.27)

【公開番号】特開2007-135310(P2007-135310A)
【公開日】平成19年5月31日(2007.5.31)
【年通号数】公開・登録公報2007-020
【出願番号】特願2005-326236(P2005-326236)
【国際特許分類】
   Ｈ０２Ｍ   7/48     (2007.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０２Ｍ   7/48    　　　Ｍ
   Ｈ０２Ｍ   7/48    　　　Ｆ

【手続補正書】
【提出日】平成20年10月10日(2008.10.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　検出した電流を電圧に変換して出力する電流検出部（２０）と、前記電流検出部（２０
）の出力の絶対値のピークを検出するピーク検出回路（４）と、前記ピーク検出回路（４
）の出力と基準電圧との比較結果に基づいて過電流異常を検出する比較器（６）と、デジ
タル設定された過電流検出レベルをアナログ電圧に変換して前記基準電圧として出力する
Ｄ／Ａコンバータ（５）と、上位コントローラ（１０）から伝送された設定情報を処理す
る伝送処理回路（９）と、を備えた過電流検出回路において、
　前記Ｄ／Ａコンバータ（５）は、前記設定情報から得られた前記過電流検出レベルに相
当するデジタルデータに基づいて前記基準電圧を出力することを特徴とする過電流検出回
路。
【請求項２】
　交流電圧電源を直流電圧に変換するコンバータ部（１４）と、前記直流電圧を入力して
交流電圧に変換し電動機（１６）に電流を出力するインバータ部（１５）と、前記電動機
（１６）への出力電流を検出して電圧に変換して出力する電流検出部（２０）と、前記電
流検出部（２０）の出力の絶対値のピークを検出するピーク検出回路（４）と、前記ピー
ク検出回路（４）の出力と基準電圧との比較結果に基づいて過電流異常を検出する比較器
（６）から成る過電流検出回路（１７）と、を備えたＰＷＭインバータ装置において、
　前記過電流検出回路（１７）は、請求項１に記載したものであることを特徴とする過電
流検出回路を備えたＰＷＭインバータ装置。
【請求項３】
　交流電圧電源を入力して異なる周波数の交流電圧に変換し電動機（１６）に電流を出力
する周波数変換部と、前記電動機（１６）への出力電流を検出して電圧に変換して出力す
る電流検出部（２０）と、前記電流検出部（２０）の出力の絶対値のピークを検出するピ
ーク検出回路（４）と、前記ピーク検出回路（４）の出力と基準電圧との比較結果に基づ
いて過電流異常を検出する比較器（６）から成る過電流検出回路（１７）と、を備えたＰ
ＷＭサイクロコンバータ装置において、
　前記過電流検出回路（１７）は、請求項１に記載したものであることを特徴とする過電
流検出回路を備えたＰＷＭサイクロコンバータ装置。
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【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００４】
　上記問題を解決するため、本発明は、次のように構成したのである。
　請求項１に記載の発明は、検出した電流を電圧に変換して出力する電流検出部と、前記
電流検出部の出力の絶対値のピークを検出するピーク検出回路と、前記ピーク検出回路の
出力と基準電圧との比較結果に基づいて過電流異常を検出する比較器と、デジタル設定さ
れた過電流検出レベルをアナログ電圧に変換して前記基準電圧として出力するＤ／Ａコン
バータと、上位コントローラから伝送された設定情報を処理する伝送処理回路と、を備え
た過電流検出回路において、
　前記Ｄ／Ａコンバータは、前記設定情報から得られた前記過電流検出レベルに相当する
デジタルデータに基づいて前記基準電圧を出力することを特徴とするものである。
　また、請求項２に記載の発明は、交流電圧電源を直流電圧に変換するコンバータ部と、
前記直流電圧を入力して交流電圧に変換し電動機に電流を出力するインバータ部と、前記
電動機への出力電流を検出して電圧に変換して出力する電流検出部と、前記電流検出部の
出力の絶対値のピークを検出するピーク検出回路と、前記ピーク検出回路の出力と基準電
圧との比較結果に基づいて過電流異常を検出する比較器から成る過電流検出回路と、を備
えたＰＷＭインバータ装置において、
　前記過電流検出回路が、請求項１に記載したものであることを特徴とするものである。
　また、請求項３に記載の発明は、交流電圧電源を入力して異なる周波数の交流電圧に変
換し電動機に電流を出力する周波数変換部と、前記電動機への出力電流を検出して電圧に
変換して出力する電流検出部と、前記電流検出部の出力の絶対値のピークを検出するピー
ク検出回路と、前記ピーク検出回路の出力と基準電圧との比較結果に基づいて過電流異常
を検出する比較器から成る過電流検出回路と、を備えたＰＷＭサイクロコンバータ装置に
おいて、
　前記過電流検出回路が、請求項１に記載したものであることを特徴とするものである。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　請求項１に記載の発明によると、上位コントローラの設定により過電流検出レベルを任
意の値に設定することができる。
　また、請求項２に記載の発明によると、上位コントローラからの設定情報により過電流
検出レベルを変更できるため、１種類の制御基板を用意するだけで全容量のＰＷＭインバ
ータ装置に適用することができる。
  また、請求項３に記載の発明によると、上位コントローラからの設定情報により過電流
検出レベルを変更できるため、１種類の制御基板を用意するだけで全容量のＰＷＭサイク
ロコンバータ装置に適用することができる。
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